




































写真１ （左） ： 踊り子像
写真２ （右） ： 神官王像
4ポーセルの本によれば 1,052 遺跡、 そ
の後あきらかになった遺跡をふくめると約

























彰紀 『インダス考古学の展望』 2010 年）、
それによると、 その数はインドで 96 遺跡、
パキスタンで 47 遺跡、 そしてアフガニス
タンに４遺跡 （ただし、 このうち直接イン
ダス文明遺跡とされるのはショルトガイ遺
跡だけ） と合計 147 遺跡ほどです。 つま
り、 遺跡全体数の一割にもならないので































































































































ヤーやメドゥウ、 そして 2010 年に概説書
を出したリタ ・ ライトもこの５大都市をあげ















て、 私自身のお気に入りの遺跡です ( 写








ショルトガイは最も北の遺跡。 ソトカ ・ コーはマクラーン海岸にある代表的な遺跡
と考えられているのはラーキーガリー遺
跡です。 ７つもの遺丘 （マウンド） があ





































5）。 2006 年１月 （2005 年度） に発掘を
開始し、 2009 年３月 （2008 年度） に発
掘を終えました。 おもに、 ラージャスター
ン大学のカラクワルさん率いるチームが

















写真６ ： カーンメール遺跡 DEM 図 （寺村裕史氏作成）
図５ ： カッチ県の遺跡分布図 （アジットプラサード氏提供）
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写真７ （左） ：
サイエンス誌（328 巻 2010 年５月 28 日号）
写真８ （下） ：



























５． インド ・ ハリヤーナー州


















































ました ( 写真 11）。 パルポラさんが編集
して、 インダス印章を集めた本を見ると、
ハラッパー遺跡から 1 点 （H-102） とモ















とも、 この 「サラスヴァティー川」 が現在
のガッガル川 （インド側） とハークラー川








































































写真 13-1 （左） ：
砂丘にあるインダス文明遺跡











































































































をプロキシ ・ データと呼びます。 この気

















































点です。 標高 4,000m の山並みのなか、
3,500m 付近を飛ぶので、 山肌が目の前
に見え、 ぶつかるのではないかという恐
写真 15-3 ： コアリング用ボートの組み立て （２）
写真 15-4 ： コアリング中の様子
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ら 500m ぐらい離れたところで、 全員が
一人一つのテントで生活し、 共同の大テ
ントで食事をします。 最初の５日ぐらいは





し、 9 日から、 機器を使って水深などを
図りながら、 いちばん深いところでコアの
採取をおこないました。 期間中に全部で















　 も う 一 度、 大 河 文 明 に 戻 っ て、 農
業 に つ い て 考 え て み ま し ょ う。 も し イ
ンダス文明が大河文明なら、 食糧の
生産を大河が支えていることになりま
す。 た と え ば、 エ ジ プ ト の 農 業 は ナ
イ ル 川 が 運 ぶ 肥 沃 な 堆 積 土 を 利 用




























域を、 冬作物地域、 夏作物地域、 冬作
物と夏作物が混在している混合作物地域
の三つにわけています （図 11）。 この図
と南アジアの年間降水量をあらわした図






























に分かれる （スティーヴ ・ ウェーバー氏作成）






















































































ミニチュアがあります （写真 17）。 船はイ
ンダス印章に刻まれた姿で、 また牛車は
ミニチュアさながらに、 今も使われていま

















































































したジョアンナ ・ ニコルズにならって、 わ
たしは残存地帯と呼んでいます。
　では、 現代インドをモデルとすると、 イ
ンダス文明社会はどんな社会だったので
しょうか。
　まず、 多民族多言語共生社会であった
と思います。 多数の職能集団が独自の
社会を形成し、 それぞれがお互いを補
完しながら社会を支えてきたのです。 つ
まり、 いわゆるカースト社会だったというこ
とです。 そこには、農民、牧畜民、商人、
職人など、 いろんな生業を持った人々が
いたと思います。 かれらは流動性も高く、
雨季や乾季にあわせて移動もおこなった
のでしょう。 その移動を円滑にするため
に、 お互いインダス印章を保持し、 言葉
が通じないところはインダス印章によって
出身や職業を理解し合い、 コミュニケー
写真 19-1 ：
ハラッパー遺跡の 「穀物倉」 跡
に関する説明板。 説明板の最
後の文には 「初期の学者たち
はこの建物が穀物倉として使わ
れたと提唱したが、 どこの部屋
からも穀物を貯蔵した 証拠は見
つかっていない」 と書いてある
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ションの一助としたのではないでしょうか。
大都市はこうした移動民が一同に会する
場所で、 都市に定住していた人よりも季
節にあわせて移動する人々が多かったと
みています。 いわば、 インダス文明期に
も、 週に一回とか、 月に一回の定期市
がたち、 その市が開催される場として大
都市があったとみると、 大都市への富の
集中や権力の増大化を考えなくても理解
できるように思います。
　インダス文明について、そしてインダス・
プロジェクトについて、 できるだけわかり
やすく書いたつもりです。 実際のデータ
はもう少し詳細な実態をあきらかにしてい
るかもしれませんが、 そういう議論は専門
家にお任せし、 インダス文明像を如何に
提示すればいいのか、 その点に焦点を
絞って述べてきました。 これを読んだ感
想をお寄せ下さい。
写真 ：
2010 年１月、 ブジでおこなわれた国際シンポジウムに組み込まれたツアーでの記念写真。
カッチ湿原が乾燥して白くみえている 
